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研究成果の概要（和文）： 
 高齢者における咬合力訓練装置の開発を行い、その効果について検討した。咬合力訓練装

置の開発としてアンケート調査により、訓練装置の形態および訓練プロトコールを設定した。開

発した咬合力訓練装置を用いて6名の高齢者に対して、訓練プロトコールに沿った訓練を行い、

その後の咬合力を検討した。訓練後の咬合力は6名中5名が増加しており、開発した咬合力訓練装

置を用いた訓練は、咬合力の向上に有効であるとうかがわれた。 

研究成果の概要（英文）： 
 We developed the occlusal exercise device for elderly person. We developed the form 
of the device and training protocol by questionnaire survey. We trained six elderly 
persons with device and training protocol, after we examined their occlusal force. After 
training, subjects who improve the occlusal force were five of six people. The results 
of this study shows that this device might be useful for improvement of occlusal force 
in elderly patients. 
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１．研究開始当初の背景 
平成 17 年度科学研究費補助金若手研究 B に

おいて、「口腔機能を賦活化するトレーニン

グディバイスの新開発」のテーマで舌や口唇

の力をトレーニングする訓練装置の開発を

行った。その研究を遂行する中で、摂食・嚥
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下障害が重度な場合には特に、開発した訓練

装置による訓練効果が顕著に認められるこ

とを確認した。また口腔機能の障害が軽度な

者においても、機能減退の自覚症状があるこ

とから、口腔機能を賦活化させる訓練装置に

対する期待度は大きいことが認められた。こ

れらの結果を踏まえて今回は、摂食機能の中

でも、多種多様な食物を摂食するために非常

に重要である「咀嚼」に着目し、咀嚼におけ

る咬合力を強化するための訓練装置を開発

することが必要であると考えた。 

２．研究の目的 
 高齢者においては、齲蝕や歯周病などの歯

科疾患や加齢による口腔機能の低下は、咬合

力や舌をはじめとした口腔粘膜との協調運

動を低下させ、直接的・間接的に咀嚼力に影

響を及ぼす。そして、食物の粉砕処理能力の

低下により、結果として食べたいものが食べ

られないという生活の質の低下にいたる。食

べることは生きる上での楽しみであり、また

生命維持のためにも重要であることから、咀

嚼における咬合力、口腔機能の協調運動の維

持は不可欠なことである。そこで、咬合力に

重要な役割を担う口腔周囲筋の機能障害、機

能減退を予防または改善し、人が健康で質の

高い日常生活を送れるよう支援する咬合力

訓練装置を設計、作製することを目的とした。 

３．研究の方法 
本研究は、新しい咬合力訓練装置の開発と新

たな訓練メューを作成し、高齢者における咬

合力保持増進のための歯科医療システムを

構築する 2年計画の研究とした。 

平成 20年度 

 初年度は，主に装置の開発と臨床的有効性

の検討を行った。 

（1）使用材料の検討：装置に適切な材料を、

物性試験を用いて検討した。 

（2）設計，作製方法の検討：口腔内形態を

考慮した設計基準を提示し、装置の試作を行

った。設計基準には、口腔内形態の計測値を

基準とした。咬合力を強化するための訓練装

置であることから、臼歯部で咬合させ、筋力

を強化できる形状とした。その形状の設計の

ため、以下の２つの予備的研究を行なった。 

①有歯顎者、無歯顎者の臼歯部顎間距離や

形状の計測を、印象採得および模型を用いて

行った。 

②無歯顎者の咬合力を明らかにするため

に、上下顎堤で咬合した時の圧力を測定する

器具を作製した。無歯顎者の咬合力の測定は

困難であり、今までに精度の高い報告はみら

れない。そこで今回は上下の顎堤間に挟ませ

るタイプの圧力センサを埋設したブロック

状の測定器具を作製した。この測定器具は、

研究協力者の田村が平成 15 年度科学研究費

補助金基盤研究 Cにおいて試作し報告したも

のである。なお、有歯顎者の咬合力評価にお

いては、咬合力測定フィルム、咬合力分析用

ソフトウェアおよび筋電計によって、測定を

行なった。 

（3）トレーニング手順の開発：機能障害者

に負担のかかりにくいトレーニング手順の

指針を検索した。トレーニング手順に関して

は、研究協力者である言語聴覚士西脇の協力

のもと、指針を提示した。 

（4）咬合力解析システムの構築：咬合力測

定器、咬合力測定フィルム、咬合力分析用ソ

フトウェアおよび筋電計を用い、咬合力解析

システムを構築した。ボランティアの健常成

人 20 名を対象とし、構築したシステムの測

定法および得られるデータの精度について

検討を行った。 

（5）装置を用いたトレーニングが咬合力に

及ぼす影響の検討： (1)で作製した装置につ

いて、装置の目的に合ったトレーニングを行

った時の咬合力の値を、(2)で構築したシス



 

 

テムにおいて解析した。 

 

平成 21年度 

 ２年次は、初年度で開発したトレーニング

ディバイスの臨床応用を図る計画とした。調

査対象者は東京都の施設に入居する摂食・嚥

下障害者とした。 

(1）臨床的検討：施設および歯科外来におい

て、同意の得られた口腔機能障害のある高齢

者を対象としてトレーニングディバイスを

用いて目的に合ったトレーニングを行い、機

能へ及ぼす影響を検討した。機能評価は、初

年度の研究で構築した解析システムを用い、

同様に得られた咬合力の値を分析した。 

(2）トレーニング効果の検討：(1)の対象者

について 1ヶ月間トレーニングディバイスを

用いた介入を行い、その効果について検証し

た。 

４．研究成果 

高齢者における咬合力訓練装置の開発を行

い、さらに当病院に通院する患者に対し、こ

の装置を用いた間接的訓練を行い、その効果

について検討した。 

（1）咬合力訓練装置の開発：前年度行ったア

ンケート調査による訓練装置の再検討により

、訓練装置の形態を顎間距離に合わせ、チュ

ーイング部の厚さを有歯顎用は、15mmと10mm

とし、無歯顎用は、30mmと25mmに設定した。 

（2）訓練プロトコールの設定：有歯顎者にお

いては、訓練装置を臼歯列にあわせて、患者

自身で保持しての10秒間の持続的に咬合させ

る訓練プロトコール、30回咬み合わせる訓練

プロトコールおよび舌先を使って訓練装置を

リズミカルに30回左右に運動させる訓練プロ

トコールを作成した。また、局部床義歯の場

合においては、義歯を外して歯牙と粘膜間で

咬合させ、上下無歯顎者においては、義歯を

外して粘膜間での咬合をさせるように設定し

た。 

（3）訓練装置の効果の検討：開発した咬合力

訓練装置を用いて当院に通院している65歳以

上で歯科口腔外科的に問題のない6名に対し

て、作成した訓練プロトコールに沿った訓練

を一ヶ月間行い、訓練後の最大咬合力をプレ

スケールにより記録し、その効果を検討した

。訓練後の最大咬合力は6名中5名が増加して

おり、開発した咬合力訓練装置を用いた間接

的訓練は、咬合力の向上に有効であるとうか

がわれた。 

今後の展望として、咀嚼に関与する咬合力

の強化を図れる訓練装置を開発することが

できれば、摂食・嚥下障害者の機能改善のみ

ならず、平成 18 年に始まった口腔機能向上

の取り組みにおいても、この装置が有効性を

もって使用され、多くの高齢者の QOLの向上

にも寄与できるものと考えられる。 
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